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5. 伊予市景観計画区域（将来） 

5.1 景観計画区域及び重点地区 

＜景観計画区域＞ 

景観計画区域の設定は全市域を対象に下記のような方針のもとに行いました。 

・伊予市は旧伊予市、旧中山町、旧双海町が合併してできた市であり、それぞれ市街地

や田園地帯、山に囲まれた内陸部、伊予灘に面した臨海地など特徴的な景観となって

いるが、旧行政界にとらわれることなく、景観的なまとまり、特性を尊重して、市域

内に複数の景観区域を設定し、それぞれの特性に対応した景観計画を設定します。 

・景観類型を参考に、ある程度の景観の均質性を有する地域を大括りに一つの景観区域

として設定します。 

・景観形成計画を進めることにより地域づくり、地域活性化の効果が期待できる地域を

中心に景観計画区域として設定します。（人々の活発な活動が行われ、今後も地域景

観が流動的に変化すると予想される市街地、集落を含む地域を中心に、後背山地も含

めて景観計画区域として設定。） 

上記の方針の基に、「市街地景観計画区域」「田園景観計画区域」「山間景観計画区

域」「臨海景観計画区域」の４景観計画区域の設定を行いました。 

・市街地景観計画区域：市街地が形成されている概ね市街化区域の範囲。 

・田園景観計画区域：前山と呼ばれる行道山、谷上山に連なる山地（尾根筋）を景

域の南端とする北に開けた扇状地、平野部で田園地帯が広がる区域。 

・山間景観計画区域：山に囲まれた景観で、旧中山町の全域および旧双海町の内陸

部が該当する。 

・臨海景観計画区域：主として旧双海町の伊予灘に面する区域で、東側の景域界は、

鳥越峠～牛ノ峯～明神山～銭尾峠とする。（海沿いから視認できる尾根筋） 

 

 

 

 



35 
 

＜重点地区＞ 

重点地区の設定は、「伊予市の特徴的な景観となっており市民に良く知られている地

区」を基本に、下記のような方針のもとに行いました。 

市街地景観計画区域 

・市街地の良好な景観を図るべく、各種景観保全・育成にかかわる活動が行われて

いる地区。 

・人々の活発な活動が行われ、今後も地域の景観の質を高めていく必要があると考

えられる地区。 

・地域に馴染んだ特徴的な景観を有する地区。 

 

灘町・湊町地区、三島地区、五色浜・郡中港周辺地区を選定。 

田園景観計画区域 

・地域に馴染んだ特徴的な景観を有する地区。 

 

上野本村を選定。 

山間景観計画区域 

・都市計画区域外であるが、相当数の建築物があり、良好な景観が形成されている

とともに、地域に馴染んだ特徴的な景観を有する地区。 

・地域のシンボルとなる景観を有する地域で、集客力や保全すべき景観など特徴的

な景観を有する地区。 

 

栗の里公園、棚田のある景観地（佐礼谷など）、中山集落地を選定。 

臨海景観計画区域 

・地域のシンボルとなる景観を有する地域で、集客力や保全すべき景観など特徴的

な景観を有する地区。 

・地域に馴染んだ特徴的な景観を有する地区。 

 

ふたみシーサイド公園、本谷地区、翠地区、下灘駅を選定。 
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5.2 景観形成の目標像 

＜景観形成理念＞ 

伊予市全体 

伊予市の総合計画における市の将来像 

「ひと・まち・自然が出会う郷（くに）」 
～自立を目指す多様な地域が交流し共生するふるさと～ 

を具体化すべく伊予市全域における景観形成計画の基本的な目標（理念）を下記のよ

うに定めました。 

「市民の誰もが、地域のまちづくりで交流し、自然と共生するふるさとと

なるような景観形成をめざす。」 

景観計画区域（地域）別 

全市的な目標を受けて、景観区域別の目標（理念）を下記のように設定しました。 

市街地景観計画区域：新旧のまちや人が交流する景観形成をめざす。 

田園景観計画区域：地域の生業や特性に根ざした良好な景観維持に努める。 

山間景観計画区域：自然と共生するふるさとづくりに向けた景観形成をめざす。 

臨海景観計画区域：多様な人がすれちがい交流する景観形成をめざす。 

＜景観形成の目標像＞ 

伊予市全体 

◆うるおいのある生活環境の保全・創造 

・緑豊かな生活環境づくり 

・歴史、文化財を活かした落ち着きのあるまちづくり 

◆地域の骨格となる景観保全 

・平野部から眺める前山の景観保全 

・伊予灘の海岸線と海岸線と一体となった後背地の景観保全 

◆良好な景観が楽しめる視点場の整備 

・谷上山、今岡御所跡、ふたみ潮風ふれあい公園など視点場の整備 
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景観計画区域（地域）別 

市街地景観計画区域 

◆中心市街地の活性化に役立つ町並み景観の保全、創造 

・郡中地区など拠点となる場の景観保全、創出 

田園景観計画区域 

◆地域の特徴的な景観保全 

・ため池や伊予灘へ向けての広がりのある田園景観、良好な集落景観などの保

全、継承 

山間景観計画区域 

◆地域の特徴的な景観保全 

・棚田景観の保全 

◆地域の生産基盤を生かした景観保全 

・中山栗の里公園や梅林など“あじの郷づくり”の食文化伝承を支える景観、

グリーンツーリズムを支える景観の保全 

臨海景観計画区域 

◆住んで誇ることができる地域景観の保全地 

・夕日、伊予灘など地域の個性、特徴のある景観保全 

◆観光拠点、交流拠点としての景観づくり 

・ふたみシーサイド公園、JR 下灘駅など夕日をテーマにした交流拠点の景観整

備や国道 378 号沿いの景観整備 

◆地域の生産基盤を生かした景観保全 

・双海町翠小学校周辺などグリーンツーリズムを支える景観 

＜景観形成の方向性＞ 

伊予市全体 

「多彩で豊かな自然を保全しつつ、その財産を活かした景観の形成をはかり、多様

な地域が共生する分散型のまちづくりを進める。」 
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景観計画区域（地域）別 

市街地景観計画区域 

地域の活力、にぎわいを演出するような景観創出 

地域の生活拠点となっている中心市街地は、日常的に多くの人々の目に触れる

場でもあることから、商店街の活性化計画や道路、公園その他の公共施設の整備

に合わせて、地域の活力を引き出すような魅力的な景観創出を図る。 

田園景観計画区域 

生業、生活とともに培われてきた特徴的な地域景観の保全・育成 

伊予灘に向かって緩やかに傾斜する扇状地や平野に広がる田園と点在する農村

集落らしい景観、地域に根ざした社寺林の保全を図る。 

山間景観計画区域 

生業、生活とともに培われてきた特徴的な地域景観の保全・育成 

日本一の栗の産地として有名な栗畑の風景、耕して天に至る棚田などの景観は

地域独特のものであり、生業・生活に根差して形成されたものであることから、

これらの景観の保全・育成を図る。 

地となる原風景の保全 

棚田景観など、地となる要素の保全を図り、常に変わらない故郷の原風景の骨

格を将来に受け継ぐ。 

臨海景観計画区域 

地域のシンボル、誇れる景観の保全・育成創出 

旧双海町の臨海部は、夕やけこやけラインや桜・菜の花・水仙といった花景観

など地域のシンボルとなる特徴的な景観を多数有している。これらのシンボルと

なる景観をその特性に応じた“らしさ”として保全を図り、良好な景観の育成創

出を行う。 

わかりやすさ、美しさを感じるような景観要素の保全・創出 

道路や河川など地域をネットワークする素材を景観軸として活用し、わかりや

すく・美しい景観要素を創出する。 
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5.3 景観形成のための行為制限 

＜届出対象行為＞ 

重点地区及び市全域において、下記のような届出基準（案）を定めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



42 
 

＜行為制限（景観形成基準）＞ 

景観計画区域及び重点地区における行為の制限（景観形成基準）を下記のように定めまし

た。 
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5.4 景観重要建造物・景観重要樹木 

＜景観重要建造物＞ 

「地域の良好な景観の形成に重要な構造物で、道路その他の公共の場所から公衆によっ

て容易に望見されるもの」を、景観重要建造物として指定することとし、下記のようなも

のを選定しました。 

・地域の歴史性を感じる郡中の町並み形成の核となっているもの。 

・県の近代和風建築物として、建築的な価値が高いと評価されているもの。 

・地域のシンボル景観を形成しているもの。 

・地域の自然に溶け込む、特徴的な外観を形成しているもの。 

・地域集落の核となり、藩政時代の町として栄えた面影を感じるもの 

＜景観重要樹木＞ 

景観重要建造物同様、公共の場所から容易に望見でき、下記の条件を満たすものを景観

重要樹木として選定しました。 

・地域の歴史や文化的特性を感じさせる、神社を中心とした社叢木。 

・地域の変わらぬ原風景を形成する巨樹や名木。 

・アイストップとなる地域のシンボル的景観を形成している樹木。 










